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  障がいのある方の雇用に取組む 

有限会社美山興業 

(南丹市) 
「京都はあとふる企業」です 

 

 

 

 

【障がい者雇用の経緯】 

10 数年前に、社長の家族に障がいのある方がおられ、自社で

の雇用が障がいのある方の自立に力になるのではと考え、特別

支援学校から体験実習を受け入れ雇用を始めました。 

現在、身体障がい者１名が、現場から事務に移って頑張ってい

ます。知的障がいのある３名は、２名が簡単な機械操作、１名が

プレス機での加工を担当しています。 

 

  【工夫していること】 

 機械操作もあり、安全面を重視し、「叱るべきところは叱る」を基本に、

メモをしっかりと取ることを特に指導しています。それ以外は、作業基準書

の整備・活用など、他の従業員と基本的には同じ取り組みをしています。障

がいのある方の作業は正確で戦力として成長しています。 

周りの従業員もできるだけコミュニケーションをとり、目配り、気配りを

心がけ、従業員の交流の場にも一緒に参加しています。 

 地域の支援センターと連携し、心情的なストレスを溜めていないか面談な

どを通して定期的にフォローしています。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

【主な事業内容】自動車のスプリング製造 

【障がいのある方の主な仕事】簡単な機械操作やプレス機による加工など 

 

【Ｓさんに聞きました】 

 ８年目です。機械を使った製品の加工・整理・検品を

担当。最初はよく分からず、毎日教えてもらい半年位で

分かるようになり、自分に合っていると思いました。 

 社員さんは、優しいけど指導は厳しく、おかげで言わ

れたことができるようになりました。曲げたり、揃えた

りして、指示通りの出荷が出来た時はうれしいです。 

 仕事をしながら、学科試験は何回か落ちましたが、周

りの人に助けられ、自動車免許を取りました。最近、結

婚し新生活をスタートさせたので、仕事もずっと続けて

いけるように頑張りたいです。 

 

 


